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思春期教室
大田原市では、小 中を生を対象に大田原赤十字病院、国際医療福祉大学病院および国際医療福祉大掌

大挙院の協力を得て、病院の助産師、大学 大掌院の講師による思春期教室を行つています。

６
月
１３
日
（日
）

金
田
北
中
掌
校

の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
で
、
病
院

の
助
産
師
お
よ

び
大
営

の
先
生

に
よ
る
思
巻
期

塾
室
が
開
か

，
た
。

講
話
は
保
護
者

地
域
住
民
に
も

開
放
さ
れ
、
各
営

年
こ
と
に
男
女

が
分
か
れ
て
行

わ
れ
て
い
た
。

最
初
に
聴
講
し
た
２
年
女
子
で
は
「繋
が
る
命
の

大
切
さ
」
と
題
し
、
赤
ち
ゃ
ん
（生
命
）
誕
生
の
プ
ロ

セ
ス
、
第
二
次
性
徴
期
、
男
性
と
女
性
の
体
と
心
の

変
化
、
そ
の
違
い
、
そ
れ
が
自
然
の
摂
理
で
あ
る
事

な
ど
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。

〈
出
産
の
時
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
は
周
囲
約
３３
セ
ン

チ
、
お
母
さ
ん
の
腫
の
３
倍
以
上
あ
り
ま
す
。
陣
痛

で
恥
膏
が
開
き
赤
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い
後
頭
部
か
ら

出
る
よ
う
に
移
動
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん

も
大
変
な
想
い
て
、
ウこ
の
世
に
命
を
繋
い
て
い
ま
す

０
〉ス

ラ
イ
ド
と
人
形
を
使
っ
た
問
い
掛
け
に
「お
母

さ
ん
、
大
変
だ

っ
た
の
ね
」
と
さ
さ
や
き
な
が
ら
頷

い
て
い
た
。

次
に
聴
講
し
た
３
年
男
子
は
、
同
じ
よ
う
な
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
が
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違

っ
た
。
生
徒
に
妊

婦
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
を
着
せ
る
「妊
婦
体
験
」
。
「重
い
、
腰

が
痛
く
な
る
。
足
先
が
見
え
な
い
」
大
騒
ぎ
で
あ

っ

た
。
そ
の
上
で
「あ
な
た
の
彼
女
が
妊
娠
し
た
ら
」
と
、

問
い
掛
け
た
性
交

性
感
染
症
の
話
が
さ
れ
た
。

最
後
に
１
年
女
子
は
、
「思
春
期
の
身
体
の
変
化
」

に
つ
い
て
営
ん
だ
。
幼
さ
が
残
る
１
年
生
、
明
る
く

元
気
が
あ

っ
た
。
身
体
と
心
の
生
長
期
、
変
化
が
大

き
く
個
人
差
が
あ
る
。
講
師
は
「
Ｏ
Ｋ
を
目
で
合
図

し
て
ね
」
と
皆
の
顔
を
見
回
し
た
。
―
な
る
ほ
ど
―

と
思
っ
た
。

男
女
差
、
年
齢
を
よ
く
考
え
た
講
話
が
行
わ
れ
て

い
る
と
感
じ
た
。

男
女
の
意
識
が
芽
生
え
る
年
代
の
思
春
期
教
室
、

周
来
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て

く
れ
る
と
期
待
し
た
。

Iざら ノし,夕の3の由来  バランスJのとれた社会を目指し これからを「素敵に揮かしく生きた0」 ということを願い¬ぎらんすJと 8付けました



ギ
ャ
ラ
リ
ー
こ
と
ば
や

店
主
　
鈴
木
　
啓
子
さ
ん

（
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）

蛇
尾
川
の
清
流
を
望
む
中
田
原
の
小
高
い
丘
の
上
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー
プ
こ
と
ば
や
』
が
あ
る
。
店
内
に
は
、
自
作
の
こ
と

ば
絵
や
著
名
な
作
家
の
詩
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

店
名
「
こ
と
ば
や
」
は
、
「人
と
人
と
の
つ
き
あ
い
の
基
本

は
挨
拶
な
ど
の
言
葉
　
絵
手
紙
講
師
と
し
て
、
一占
葉
を
扱

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
ラｃ
と
ば
を
大
切
に
し
た
い
。
絵
手

紙
は
絵
が
主
で
は
な
く
こ
と
ば
が
主
で
あ
る
」
と
の
思
い

か
ら
名
付
け
た
と
い
う
。
ウｃ
と
ば
を
通
し
て
人
々
の
つ
ど

い
の
場
と
な
れ
ば
と
の
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
の
活
動
は
、
地
域
に
、
そ
し
て
県
内
外
に
広
が

ズ

コ
劃
∃
Ｐ

っ
て
い
る
．
掌
校
に
絵
手
紙
を

広
げ
よ
う
と
い
う
協
会
の
趣

旨
に
従
い
地
域
の
小
営
校
喜
同

校
に
講
師
と
し
て
指
導
し
て

い
る
。

特
に
佐
良
土
小
学
校
は
、
伸

間
と
と
も
に
１１
年
も
続
き
、
学

年
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
実
施
し
て
い
る
。
５
年

生
は
６
年
生
の
卒
業
式
に
先

輩
を
送
る
こ
と
ば
を
各
自
作

成
し
、
式
当
日
に
展
示
．
６
年

生
は
卒
業
に
あ
た
り
、
親
へ
の

感
謝
を
絵
手
紙
と
し
て
表
現
し
、

展
示
し
て
い
る
。
子
の
親
に
対

す
る
思
い
を
見
て
感
動
す
る

親
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
．

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
押
す
落
款
は
、
消
し
ゴ
ム
に
爪
楊

枝
を
使

っ
て
印
を
作
成
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
。

地
域
の
介
護
施
設
か
ら
も
出
前
講
座
を
と
声
を
掛
け
ら

れ
、
指
導
の
た
め
に
は
、
ま
ず
お
と
し
よ
り
を
知
る
こ
と
か

うヽ
と
思
い
、

０２
年
２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
の
資
格
取
得
、
そ

の
研
修
を
生
か
し
、
お
と
し
よ
り
に
絵
手
紙
の
楽
し
さ
を
、

伸
間
と
と
も
に
伝
え
て
い
る
。

年
間
に
書
く
絵
手
紙
の
数
は
、
何
千
通
に
も
の
ぼ
る
。
絵

手
紙
の
リ
レ
ー
は
め
ぐ
り
め
ぐ
り
な
が
ら
、
生
き
る
営
み

が
綴
ら
れ
て
届
く
．

絵
手
紙
の
発
想
は
、
く
ら
し
の
中
で
心
の
琴
線
に
触
れ

る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
ラし
の
道
に
入
っ
て
１４
年
経
過

し
た
が
、
奥
は
深
く
答
え
は
な
い
。
一
生
の
単
び
と
考
え
て

い
る
。

指
導
者
と
し
て
地
域
の
施
設

学
校
に
か
か
わ
り
、
教
室

を
も
ち
出
前
講
座

講
演
も
行
う
日
々
で
あ
る
。

絵
手
紙
を
通
し
県
内
外
に
広
い
人
脈
を
も
つ
鈴
木
さ
ん
。

絵
手
紙
で
大
田
原
の
町
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
強
い
意

欲
を
も

っ
て
い
る
。
ウこ
う
し
た
鈴
木
さ
ん
の
活
動
に
こ
ん

な
エ
ー
ル
を
送
っ
た
方
が
い
る
。

―
―
君
よ
大
田
原
の
風
に
な
れ

‐―
‐
と
…
。

市の鈴木啓

)年の山古

:画 した屋

:場 です。

男女共同参画講座

～「育ちJについて～

8月 19日 、市総合文化会館において、女子児童の自立

支援施設 (問題行動等を起こ し c‐ しまつた児童や家庭

環境により生活指導を必要とする児童の自立支援)国

立きぬ川学院の板垣辰彦先生による講座が行われた。

講座は、貴重な経験を踏まえ、子どもの「育ちJについて

◆赤ちやんの時は、目を離すな。思番期には、心を離すな。

◆寒いと会話がはずまない。温かい環境で話すことが大切。

板垣辰彦先生

◆抱きじめて温める。心を込めておにぎりを作つてあげる。アイコンタクトで話をする。

など、子どもとの接し万がポイントと強調され、終始笑いが絶えない明るい講座が行われた。



シリ・・
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

大
田
原
市
上
映
実
行
委
員
長

屋
代
　
ゆ
き
子
さ
ん

上
映
実
行
委
員
長

の
屋
代
ゆ
き
子
さ
ん

・
　

は
、
須
賀
川
に
住
み

農
業
を
営
む
か
た
わ

ら
県
女
性
農
業
士
と

し
て
活
動
し
て
い
る
．

今
か
ら
５
年
前
、

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
掘
る
ま
い
か
　
手
掘
中
山
隧

道
の
記
録
』
を
新
間
で
知

っ
た
。
同
じ
地
域
性
を
感
じ
、
数

人
の
伸
間
と
企
画
し
、
須
賀
川
地
区
公
民
館
で
上
映
会
を

行

っ
た
。
映
画
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
こ
と
や
、

住
民
の
利
や
絆

郷
土
愛
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。
ま
た

一
つ
の
こ
と
に
向
か

っ
て
み
ん
な
で
行
動
し
た
り
、
協
力

す
る
こ
と
に
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
昨
年
１０
月
、
映
画
『
一
〇
〇
〇
年
の
山
占
志
』
を

ラ
ジ
オ
で
知
り
束
フ
回
も
映
画
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
あ
り
方
を
、
多
く
の
人
と

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
ら
…
」
と
い
う
想
い
で
、
再
び
上
映
会
を
企
画
し
た
。

今
年
１
月
、
須
佐
木
、
須
賀
川
に
住
む
１０
人
の
女
性
た
ち

で
実
行
委
員
会
を
作

っ
た
。
後
援
や
協
贅
を
募
り
、
協
力
者

を
得
て
チ
ケ
ツ
ト
を
販
売
し
た
り
、
山
古
志
か
ら
届
い
た

ひ
ま
わ
り
の
種
を
会
場
で
配
布
す
る
準
備
等
に
追
わ
れ
た
。

５
月
、
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
上
映
会
は
、
約
六

〇
〇
人
が
足
を
運
ん
だ
。
「大
地
震
に
も
負
け
ず
復
興
に
か

け
る
住
民
の
力
、
伝
統
を
守
り
受
け
継
い
で
行
く
故
郷
ヘ

の
思
い
に
感
動
し
た
」
と
多
く
の
方
々
か
ら
感
想
が
寄
せ

うヽ
れ
、
大
成
功
を
収
め
た
。

「私
た
ち
は
幸
い
大
き
な
災
害
に
も
遭
わ
な
い
地
城
に

住
み
、
経
済
的
に
も
豊
か
に
な

っ
た
。
そ
の
反
面
、
い辰
山
村

の
人
と
人
と
の
絆
が
希
薄
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
言
う
。

ハ
月
、
事
後
研
修
と
益
金
２０
万
円
を
山
古
志
住
民
会
議

に
寄
付
す
る
た
め
、
実
行
委
員
等
１５
人
と
と
も
に
復
興
の

進
ん
だ
山
古
志
を
訪
ね
た
。
出
演
者
宅
に
立
ち
寄
り
交
流

も
行
っ
た
。

「迎
え
て
く
れ
た

一
人
ひ
と
り
の
力
強
い
笑
顔
に
感
動

し

、
改
め

て
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中

で
生
活
し
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば

…
」
と
笑

顔
で
話
す
ゆ
き
子

さ
ん
。
そ
の
傍
ら
で
、

上
映
会
か
ら
事
後

研
修
に
と
多
大
な

協
力
を
す
る
夫
の

恵

一
郎
さ
ん

が
、

う
な
ず
き
な
が
ら

や
さ
し
く
微
栄
ん
だ
。

『
一
〇
〇
〇
年
の
山
古
志
』

1

|

1

|

,0は絵手紙講

子さん 映画『100
志』の市内上映をi

代ゆき子さんの:

子竃て中の就職活動支援
～ハローワーク大田原

マザーズコーナーのご紹介～

子膏てをしながら働きたいと考えているおかあさん
このコーナーがあるのをご存矢0ですか。
マザーズコーナーは、子膏てとイ■事の両立を希望す

るんの相談窓□です。
◆子膏でに関する様々な情報を知ることができます。

(保膏施設、保膏サービス、子育て支援等の情報)

◆託児付きセミナーを開催しています。
価 募書類の書き方、面接対策など)

◆相談は予約も可能です。

女性の担当者が支援してくれます。

さつそく間い合わせてみましょう。 80287-22‐ 2268(大田原市紫塚1-14-2)



風13大田原から,今、活動の
声

き!cモ
コD一人ひとりが輝く大田原のつどいを開催。H22912

講談師―龍斎貞友さんによる「幸せの黄色い頒」と題した講談を同った後、自丼佳

子アナウンサーをコーデイネーターにお迎えし、地元の女性農業士菅谷アサ子さん

男の厨房参力0者谷辺範夫さん、そして貞友さんを交え、「男の世界 女の領域Jという

固定観念の強かつた世界に一歩踏みこんできたみなさんのこ苦労話や支えてくれた

家族たちの想いをお話いただきました。(主催 :大田原市女性団体連絡協議会 市)

―記百貞友さん

つとい会場でのアンケート結果一部をご紹介

日丼任
=さ

ん

つぶやき…「大文夫?」

Q3では、多くのかたが、こ自身の「配偶者」
を回笞に選ばれました。でも、日常生活では、
食事のかたづけや洗濯もほとんどが女性
執行型。(Ql Q2)
いかがですか?あなたの10年後、20年

後(ま?

もう1度考えてみましょう。できること
から、ひとつずつ。

知 らせ
平成22年度男女共同参画講演会

講演テーマ/「息子3人 アナウンサー 記者夫婦奮闘物語」

立ち会い出産 育休 子育て 具lrlき で奮闘する在京の男性アナウンサーを迎え、
その実いあり涙ありのこ経験談.

0海 外 研 修 報 告 会 団初めての英国事情の報告あり(左写真)

「Amour(愛 )¨共に手を取り、同 じ思いをつなげよう」

とき/平成23年 1月 30日 (曰 )午後1時～午後4時 ところ/大田原市総合文イヒ会館ホール

■ ■ ■1

女性 :こ対す轟暴力をなくす運動 11月 12日～11月 25日の2週間
暴力で悩んでいる方へ…ひとりで悩まないで…相談してください。勇気をだ して

【相談機関 】
大田原市 こども課/028723-8932(月 )～ (金 )8:30～ 17:15
大田原警察署/0287‐240110いつでもどうぞ
婦人相談所/028-622‐ 8644(月 )― (金)9100～ 16:00
パルティ相談室/028-6657714(大 )～ (日 )900～ 16:00(第2水曜日は正午まで〉

鞠裔 ‖ 難 枡内 籟 魃躇
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Q2 洗濯は誰が行つていますか
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Q3自分に介護が必要になつた時、誰に世話をしてはしいですか ?
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